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(3)  次の表の基礎資格を取得した後、それぞれの在職年数と所要単位を充足した場合は、教育職員検定

により幼稚園教諭二種免許状の授与を受けることができます。（免許法別表第８） 
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備考  １ 各単位は、認定課程（前記（１）備考２）によるほか、他の課程（免許法認定講習等）にお

いても修得することができます。 

２ 基礎資格を取得した後、基礎資格となる免許状又は授与を受けようとする免許状に係る学

校等において教諭又は講師（基礎資格にかかる特別支援学校の小学部の教諭又は講師を含

む。）として在職することが必要となります。 

３ 幼稚園、特別支援学校の幼稚部、幼保連携型認定こども園において、教員として１年以上

良好な成績で勤務した旨の実務成績証明者の証明を有する者が、所要単位の軽減を受ける場

合の修得方法は、上記表に掲げる所要単位の半数の単位を修得するものとします。（免許法

施行規則 第 18 条の２備考４号） 

４ 別表第８の最低在職年数（備考２の在職年数）へ算入した年数は、備考３の在職年数に含

めることはできません。 


